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楽太郎 ＲＡ-90

※タイヤ内向きの場合は、荷台高さがピッチ50×4の5段階になります。

組立説明書

※タイヤ内向きで荷台を低くして使用する場合、フレームがタイヤに干渉する恐れがあります。
下から2つ目、3つ目の穴に取り付ける際は下図を参考にしてタイヤフレーム、サイドフレーム
を組み付けてください。

・2つ目の穴Ⓖで取り付ける場合
  ⒹとⒼ及びⒶとⒺにボルトを入れ、
  2カ所固定します。
・3つ目の穴Ⓕで取り付ける場合
  ⒹとⒻ及びⒷとⒺにボルトを入れ、
  2カ所固定します。
・その他の位置で固定する場合はⒸとⒹ
  を使い固定します。
・Ⓗの穴位置は使用できません。
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